
Beinecke MS 408   1r-01　(voynich manuscript)

最初のこのページには、この「手稿原本」などのお宝の入手経路などが
記載されています。馬車列の様子です。

初めに興味を持ったのは、５行目の後に２単語が独立して書かれている事で
した。これは他のページではあまり見かけられず、一般的な辞書のように、
前行の文字余りの場合の記載なのかなと思っていました。

ところが本文との間のスペースが気になり、結局はこの手稿の原本を見付け
方の署名でした。このページには同様な個所が４個所ありますので、四人で
原本を発見したのでしょうか。旅は多人数だった様子です。

(一人目)

gbaabk bqaum ar bfand badata badarb fartk bqdar badaumsb
地方(悪い居場所)ばかりの後に、後の希望の土地(居場所)が確実だった。
数か月間残すだけだが、土地(居場所)を後にした家並みの手当だった。

kdarb qaar dar b qair aafand badar air faar faar sad
残した後は色のついた土地(居場所)で人や物と合流した。
行く所は遠い遠いサド(イタリア北部のサボナ)である。

kbanr batqb dar bqand badas fadaarb fadak sarand kb
蓄えを保ち、悪い地域の土地では後から出し入れした。
しぼめて遠くにまとめ丸くして保管した。

sdand dafttb daftdak rdaum dafb faaar sand daqand dar daqad
良く見ると貧しい国は大変貧しく、家の周りで争っていた。
遠くに国土が出来ており土地は暗かった。

kair b aatar faand paar gaand
雇った人に土地(場所)を与え遠いが比較し取らせた。

bsar aibab
保証人 アイバブ
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(二人目)

dasar bab badaum padab dabsar badak qadaand badasarb
突進する勢力は軒並み道になった。
指導者は基本少なく取るが、約束は安全だった。

bbatb badasb daqaadab dafaadaum adafab dakaab said badar qdak
事実の約束は独立した十分な家と他の薬だった。
全てに強力な年上は私達の土地(居場所)を大変小さくした。

sand badak gadata badasb said dar ftdasb
国土は基本案内が約束だった。 元医師 フトダスブ

(三人目)

bsaid patkand daumkpatb bfaid badabab padasaumtk
保護に丁度良い家(車)の後ろの壁に、新しく約束の風呂を付け、
離れて出入の希望が決まった。

daqbada qbadab dafaird daftdaum daqar badasair kqatb sand
暗い約束は小さな約束で、貧しい家(車)には無用な約束の日光は妨げられて、
土だった。

badab qatb qdasand pab padasanumk faatb bada daumsaid sb
約束は止められたが、細かな土埃の道では離れた出入り口が良かった。
約束の家(車)は古いが手当された。

said dand aadaum dasand aadasaid aasb daqaid snr fab qdas
年上は悪く私達の家に土埃を入れ、他の年上には呼ばれて世話をすると、
太陽と薬が少し出た。(朝まで仕事をしてお礼が少し出た)

said baqatb qadar aadar batb qdata aadaum aadata qdar aaas
年上の運転者のクアダーラは私達の土地(居場所)で提案した。
「雨の時は私達の家(車)で暫く楽に横になりなさい。」

bada aadaum aadasad qbab qaada sdar aadasand bada qttazi
約束の私達の家(車)は手当が無く、小さな風呂は少なく、
気付けば幾らかの土埃が悪く小さくしてしまった。

baada faatb aatqaid batdapbadata sbsbs fab saifab
行程が増えると少し休み、悪い風の時期には助けられ、薬は安全だった。

bfda badaum batq dasbatb padaaumb saraid said qabsk
破壊された家に沿って悪い出入りが変化し、
障害の人々の忠告に年上は結果震えた。
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saaar bafaand daqanr aatb raab pdafdaum fadatak sadafab
幾らかの土地では初めであるが、暗い蓄えを賭けた。
周りは皆豊かな家  (  車  )  からは遠く  、しまいは色々な後にサダ薬だった。

badaq aadar aatb said qatb
暗くなると伴に私達の土地(居場所)に人が集まり年長が仕切った。

dafdata saind
用具係 サインド

(四人目)

pada baand badaqaattb aadata fbadasttkb batb pbsttb ttb rdasar
当て物のひもが運悪く切れた。
昼間立派な出し入れができる入れ物で渡し、支払いを尋ねた。

bsaid aadata said faata sar batar qand sar batb faar
保証で昼間年上が直した。客が悪いとしても客の入れ物は帰ってこなかった。

aab**da qand badaand daqdata sand gar fadata sand fadaumsar
当然としても嘆いた。
暗い時に土を掻き取り晴れた時に土を家(車)の外の地面に集めた。

baattb daqar daqb sand daqaatb qdaqand daqaadaum qdasaab saum
桶は無用で支配は土で、黒い固まりは小さく出来ていた。
黒い家(高級車)は少し出入するだけの指導者用である。

saatda badasb qdaabtb fab daqaatb qttb qttb sata aafdar
幾らか小さくない約束は少し変化した。
薬は夜にして、小さな小さな国を後にした。

aadata aadata aadaq aadafb aadaftb saaand
暫くは昼も夜も押しのけたり押しのけられたりした。 サアアンド

さて、本文中二人目と三人目の人の前に、xの文字の上下反転した赤字が見

えますが、これは何でしょうか。

xの文字は va と読み、「傍」の意味と考えます。その反対ですから「傍で

はない」の意味で av と読むのでしょう。

いずれにしろ、日本語で、氏名の前に付ける「亡」とか「故」ではないかと
思います。
つまりこの文集を編成する時に、この二人は他界していたのでしょう。

このページは以下のページに比べ、言葉の使い方が違います。また、単語の
意味も少し違います。こちらのページの方が現在に近いようです。


